


























































































































































































度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 歪度 尖度
人生に対する前向きな気持ち 86 1.00 4 3.15 .47 －1.608 6.424
自信 86 1.67 5 2.74 .54 0.665 2.349
達成感 86 1.00 5 2.83 .50 0.296 4.803
人生に対する失望感 86 1.33 3.67 2.66 .49 －0.407 0.089
Table4　インターネット依存傾向尺度の基本統計量
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 歪度 尖度





















































F p F p F p F p
1.09 n.s. 0.59 n.s. 2.362 ＊ 1.662 n.s.
R2 .089 .05 .175 .13
標準偏回帰係数
β p β p β p β p
コミュニケーションをとるため －.046 n.s. －.110 n.s. .043 n.s. －.147 n.s.
昔の友人・知人との関係を維持するため －.102 n.s. .016 n.s. －.330 ＊＊ －.227 n.s.
現在の友人・知人との関係を維持するため .012 n.s. .084 n.s. .248 n.s. .364 n.s.
良い出来事があったときに，他者と共有するため .238 n.s. －.157 n.s. .369 ＊＊ .166 n.s.
嫌な出来事があったときに，他者と共有するため －.098 n.s. .170 n.s. －.163 n.s. .022 n.s.
情報収集のため .170 n.s. 112 n.s. .087 n.s. .106 n.s.
































































（12）World Health Organization, Regional Office for South-East Asia. (1985). Subjective well-being. WHO Regional Office for 






























・家族や友達と仲良くするより，インターネットで得られる刺激のほうを求めがちだ。   
・インターネットで新しく知り合いを作るほうである。
・周囲の誰かに，オンラインで過ごす時間について文句を言われたことがある。   





・インターネットのない生活はむなしくわびしいだろうと不安に思うことがある。   
・インターネット使用中に誰かに中断されても，言い返したりいらいらしたりすることはない。  
・深夜にインターネットに接続するために，睡眠不足になることがある。    
・オフラインのときにインターネットのことを考えてぼんやりとしたり，オンラインにいることを空想したりする。
・オンラインにいるときに，「あと２，３分だけ」と言い訳することがある。    
・インターネットの使用時間を短くしようと試して失敗したことがある。    
・どれだけ長くインターネットを使用していたかを人に隠そうとしがちである。    
・他の人と出かける代わりに，より長い時間をインターネットで過ごすことを選びがちである。  
・オフラインにいると気分が落ち込み，いらいらするが，オンラインに戻るとすぐ落ち着いたという経験がある。
・インターネットが原因で外出が減ったように思う。      
・最後に接続を終えてからしばらく経つと，次接続したときに何が自分を待っているかとつい考えてしまう。
・自分がインターネット使用に費やす時間量に罪悪感を感じる。 
・落ち込んだり不安なとき，インターネットをよく使用する。     
・少しでも多くインターネットを使用するため，日常的に睡眠時間を削っている。   
・孤独を感じたときは，折に触れて他者と会話するためにインターネットを使用する。   
・インターネット使用が原因で，学校をさぼったことは少ない。    
・オンラインでの活動が原因で，オフラインでの約束を破ったことがある。    
・お気に入りのウェブサイトは，毎日チェックしないと不安である。     
・コンピュータと接触するより，人と接する方が楽しい。      
・オンラインにいるときは，オフラインにいるときと性格が変わる。    
・オンラインにいるときが最も快適である。      
・インターネットをしているときが最も安心する。      
・オンラインで知り合いを作ることが多い。      
・オンラインの自分こそ，本当の自分らしさを出せていると思う。    
・オンラインでの人間関係は，オフラインでのものより充実している。    
・インターネットをしているときは気苦労なくいられる。      
・インターネットの方が現実の生活より「現実感」がある。      
・オフラインでは躊躇してしまい，できないことがオンラインではできる。    
・オンラインでの知り合い以上に自分を気にかけてくれる人はそうはいない。    
・インターネットは生活の中で最も重要なものである。      
・インターネットをしているとき，しばしば気分が高まる。      
・他にしなければならないことがあっても，それをする時間よりインターネットをする時間の方が長くなる。
・インターネットを使用できない状態が続いても，不安にならない。  
・他にすることがないときには，インターネットを使用することが多い。   
・いやなことを忘れるためには，しばしばインターネットを使用して過ごす。   
・他に何かすべきことがあるときほど，インターネットを使用してしまう。    
・オンラインにいるときは，様々な重圧から解放される。      
・インターネット接続を終了してから数分後に，必要もないのに再び接続することがある。  
・もしインターネットがなくなっても，時間をもてあますとは思わない。    
・インターネットは暇つぶしの最良のツールである。
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Effect of the Style of Using Social Networking Service（SNS）
on Internet Dependance and Confidence Among University Students
Karin HASHIMOTO＊・Tomoyuki YAMADA＊＊
ABSTRACT
The purpose of this research was to clarify the relationship between university students’ use of Social Networking 
Service (SNS), Internet dependance, and subjective well-being.  The study found that SNS usage time has an influence on 
the tendency toward Internet dependance.  In addition, it found that using SNS to maintain relationships with old friends 
and acquaintances negatively affects confidence, while sharing good events with others on SNS positively affects confidence. 
These results suggest that the use of SNS has a psychological impact on university students.
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